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極東地域の白聖系の基礎的問題について　その餅’

V．N．Vershchagin

小西　善1治訳

Barremian，Apt量an，Alb量an，：Nikan統（陸成相，Aptian－albian期）

　A・、N。Klryshitofovichは・南部沿海州に発達する特徴的な植物遺舷を含む特異な淡水成。陸

・成堆積物一般に來炭層であ為一を詳しく区分し，、Nikan統と名付けた（第2図参照）。

　クリシトヴィチの層序区分の正しさと合理性とは新しいデータによって，裏付けられてい

る。本統には，スウチャンの來炭層群（スウチャン來炭層とその上位の非來炭層）・スイフン河

流域の來炭層（礫岩層・來炭層・凝灰層）：およびRechnoe半島の陸成相が属してy・る。

　その後V．D．Prinadは，Podgor・

dnoe，Surazhevsko－Radchinskoe炭

田の來炭層もこの統に当ることを確

．認している。そのほかにウスリー湾の

東海岸一Petrovka地域一の來炭層は，

スウチャソ層群に相当し，スウチャソ

層群の延長であることが確認されてい

る（とみなされるから，Nikan統に属

していることは疑問の余地がないよう

である）Q

　この種の淡水成・陸成堆積物群は，

砂質組成な示すのが本質的な特徴とな

つているるこれらの堆積物は著しい不

整合関係で古期の堆積物の上にのつて

いる。1列えばPodggrdnensk，Sur＆・

zhevsko炭田地域では，三畳系・ジュラ

系・古生界，Voroshilo▽，Ussuriでは，

ジ丘ラ系，スウチャンの上流地域では，

上部ジュヲ系，二畳系上にかさなつて
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いる。例外地域はすでに述べたように，一Petrovka村地域である。

きわめて重要なことは，スイフソ盆地ではA．N．K：ryshitofovichがこれらの堆積物から産

するありぎたりの植物遺腹系列から勉励s8枷名2批％鰯σ0．Webb，Pπ鰯α塑ρ勿砺雛∠4h％θ吻

KrySht一白璽紀前期の植物一を確認しているが，スウチャソではM・へPavl・vとKryshit・fo噌

vichが初期め双子葉の被子植物の1つであ，る　・4名4h4加碑昭Kryshtを発見していることで

ある。スウチャンではそれ域外にスウチャシ層群の上部から，海棲の動物群，野ゆ伽cf．

sゆo昭跳Jimbo，τ汐oo翅物7粥雰Jok．，7二S励々o渉oi　Vor．，7二af五　ho々加塀∂㈱砿Jeh・p6解α・

P朋ψ磁αC4耽枷αを発見している。

＊　B．H．Bepe田／arHH7　0cHoBHHe　BoHpocb1cTpa雪HrpaΦ∬H　Me」laハaJlbHe「o　BocToKa・

　CoBeTcKaH　reoJlorH”，CbopHHK55，1957
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　N．S．Voronetsuは北海道に発達する7惚o痂1砂岩から推定して7惚o吻を産出する地

層の年代をCenomanian期とみなしている。しかしスウチャンで確認されている7短塑吻種

は，本州免四国および九州に分布する白蔓紀の著しく下位の地層（Aptian，Barremian，Hau

terivian）中でみいだしている。したがつてスウチャンの鋤魯o吻を含む地層はCenomanian

階と考えるよりも，むしろ：Kryshitofo∀ichが正しく指摘しているようにAptian階かAlbian

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）階かに属しているものとみなすべきであろう。

　G。V．：Kuznetsuovが最近スウチャソの上部爽炭層群中におろされたボー、リングのコーア中

で，Apt－albian期の五％62伽αex　gr，む側oαs磁Buchの遺腰を発見したことは，きわめて興

味がある。スウチャン層群の年代決定にとつてきわめて大きな意味をもつているものは，また

そのなかで普通にみられる植物遺体である。これらの植物遺体には，双子葉植物の原始型を代

表するものおよび日本の下部白璽系から産出する植物遺体に近似しているものを含んでいる。

　Nikan統は，南部沿海州以外にさらに北部の地域もTadushchi河およびBikin河の流域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のに露出している。Tadushchi河ではR　I．Sokolovは，砂質・頁岩質堆積物中で』Nikan統

の植物遺体を発見している。Bikin河の流域ではA．Z．：Lazare▽はすでに1938年Nikan統

の植物遺体を含む砂岩層をみいだした。この地層ではP67％αsp．，Os舵αsp．，7惣o吻sp．の

海凄動物群が発見された。この種の動物群はスウチャン地域に発達するTrigonia層の動物群
’
に
近
似 しているようである。

　きわめて興味があることはV．P．RyirovnikovがBikin河の下流およびPanikhez河で

植物遺体を含費地層をみいだしているすとである。この種の植物遺体にはKryshitofovichカミ

同定した0％ッ6h妙s商』cf．観物伽（Font）Berryと双子葉植物．D初か妙hy砺郷の葉を含む。

K：ryshitofovichはこの種の植物種に基づいて，この堆積物とスウチャソ層とが同時代のもの

であると考えた。この種の堆積物はスウチャソ地域の堆積物と時代的に接近している、点からみ

て，Valanginian期の海成層に対してはるかに上位の位置にあたつている。

　Fudzini河の流域およびNizhinie　Luzhk村では，この種堆積物以外にG．：P．Vorarovich

とG．T．Varanovによつて7惚o吻を含む地層が1939年にみいだされている。Voronetsu

の鑑定によると　7ン魯oπ勉　は　7ケ忽o％勿『cf．々o云oi　Jeh．，ヱs％加％傭3imbo，，ραo！％％6κZ％s　cf。

ho々加搦o伽αJabq　Nagao，T　ho勉4劾α紹FJen．Tツoんoツα彫αJeh，P伽の磁α，aff．8祝馨物s

Brong（P），7セZZ伽αsp．（～），U｝z拓sp．である。

　Nizhnie：Luzhk産の7ケゆ吻動物群は，スウチャン層群の動物群と近縁であっても，日本産

の7惚o物の大多数はH：auterivianからCenomanianにわたるさまざまな地層からみいださ

れているから，本層との年代の対比は考えられない。この地域の附近では特徴的なCenoma－

nian期の動物群を含む新しい時代の堆積物が露出しているので，この地域の7ンゆ卿を含む

地層は上部白聖系に属する可能性がある。

　Bikin河の北部に発達するNikan統の相当層は，現在明らかにされていない。さらに北方の

オホーツク海の北岸地域では，植物遺体を含む淡水成・陸成堆樟物が火山源地層中で知られて

いる。この種の植物遺体は，白墓紀前期の特徴的なNikan植物群と同型である。蝕adyskii－

Koriaksk至i地域およびカムチャ・ヅカでは，この種堆i積物を欠いているようである。

　Sikhote－alinのNikan統の生成年代は，白垂紀前期と考えるのが良いようである。しかし

著者は，その一部が例え1層下部階一Barremian階かHauterivian階か一にあたつていても，

Nikan統がさらに北部地域に発達するApt－alb量an期の海成堆積物の淡水成・陸成相当層とみ

塗すことがでぎそうである。さらに西方の北満およびプレヤー河流域では，Nikan型の植物

群を含む爽炭層は，Sikhote－alinのValanginianあるいはそれより古期の海成堆積物の陸成

相当層とみなすことがでぎる。
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Uktursk統，

　極東の北部地域では，動物群で同定されたAptian，Albian階はP．N．Polevがすでに1914

年にAnadurのMainskii山でみいだしている。北部カム チャッカでは，この種の地層はP．

G．Tugumov（1947）がTalovka河
、の流域で1．E．Dvorak，A。F．Mik－1

hairov（1954）がK：uui1河とAi叩n河

で，M．A．Pergament（1953）が・Penzhi－

nskaia入江でそれぞれ確認している。

　AnadurのMa量nskii山ではAかt－

albian期の玄武岩質礫岩層は，Vala－

nginian階ゐ侵蝕面上に不整含にのつ

ている1この種地層を被覆する砂岩層

では，ノ1zκθ」訪zαCσ鷹αs勿αBuch．，∠4。

碗伽傭d’Orbが発見されている。

　Penzhinskaia入江に発達する砂岩・

頁岩層は，ジュラ系を覆蔽し，2肋6磁鰯

ex　gr．6α％6σs廊σBuch．∠4．ψ舵％s応

d’Orb且％6εZ伽αsp．novを産する。こ

の地域のや二東方にあたるKuui1河

（Talovka河り支流）流域にみられる

類似の堆積物からは，・肋副伽αa卑

oπ％oαs必αBuch．A　σψ地％s証3d’Orb』
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が採集されているρこの地域では堆積物は層序的にはValanginian階の上位に存在するが，

その直接境界面は確かめられていない。Penz五inskaia入江沿岸に発達するAucellina・を含む

地層は厚層の玄武岩質礫岩層一100m以上一で被覆され，そり上にのる砂岩‘頁岩層中では

Cenomanianの動物群が発見されている。

　このようにApt－albian期の海成地層は北方MainSkii山から南方Talovka河の上流にわた

る
．
広大な地域で確認されている。この種海成層は，上部白垂系と斜交不整合で重なっているが，

戸それ自体はValang互nian階の侵蝕面にそれぞれ不整含関係を示し，地層の層序にはHaute・

rivian階，Barremian階および上部Aptian階を欠いている。

　この種堆積物の分布地域は，アラスカの相当層が広域に発達している地帯とベーリング海

峡を経て連絡していたことが考えられる。ブルクス山脈の北部では，同一時代の堆i積物は，

Torok層群の堆積物であるが，南東アラスカではKenniko層群の堆積物である。

　KoriakskiシAnadurskii　l地域の南方では，この種の堆積物は現在Khugari河の流域でみい

だされ，Uktursk統と名付けられている。1955年にはVl　N。Prievば，この地域で厚層の砂

岩・頁岩層を発見し肋伽4㍑％s　a丘．zo砒勉Sow，且％6θ伽4ex　gr．o傭043蜘Buch．の遺腹を

採取している。・4膨肋αsp・’を含む地層はずでに述べたように，現在ズウチャンでも確認され

ている。この地層の生成時代はApレalbian期とされてし1るが，1部はBarremianと考えら『

れている。したがつて白墓紀前期の末期1こは，極東の広大な地載は海に覆われ，海域はアラスカ’

から南部沿海州にわたり，さらにその南部は南海地域と連絡していたようである（第3図参照）。

　極東地域のAlbian階より新しい時代の地層は存在している可能性があるが，古生物学的に

充分裏付けられていない。この種地層には，スウチャンのTrigo血ia層およびスイフン河流域

の爽炭層上部に重なる多量の火山源物質を含む地層が属しでいるようである。しかしCenom－

anian階は多くの場所で下部白垂系か一層古期の地層かの侵蝕面上に斜交不整合関係を示す
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が直接し，その基底部にほときどき厚

い玄武岩質礫岩が存在していることに

留意すべきである。このことはAlbian

期の末期に極束の広大な地域に堆積の

中絶が起つたことを示している。この

時代に堆積物が形成されたような地域

では，その後に削劃されている。した

がつて上部白璽系は多くの場合，基底

の玄武岩層によつて下部白璽系の上部

階でなく，一層古期の地層にのつてい

る（第4図参照）。

　Sikhote－alin，オホーツク海の北岸：お

よびAnadur－K：oriakskiiに広く分布
￥
し
て いる下部白垂系と異なり，上部白

墓系は，樺太6カムチャッカ・Anadur－

Koriakskii爾東部地域にさらに広域に

わたつて分布している。これらり地域

では下部白璽系はほとんど知られてい

ない。しかしある地域，例えばKoriakskii高地，Anadur，Penzhinskaia入江の東岸，Sikhote一

副inでは，現在白要紀前期，後期の陸成，淡水成地層，火山源地層および海成層一動物群に

よつて特徴付けられている一が確認されている。したがつてこの地域では，極東の上部白墓系

と下部白垂系との相関関係に関する問踵が解決できそうである。

　Penzhinskaia入江の東岸で行われた地質調査は下部白璽系と上部白璽系との相関関係に関

する問題の解決に証拠をみいだしている。1953年にはM．A．PergamentはMamet岬の北

方で化石の研究によつてCenomanian期とみなされている厚い玄武岩質礫岩層を確認してい

る。この種の玄武岩質礫岩層は，Aucellinaを含むApt－31bian階の侵蝕面に不整合に重なつ

ている。

　したがつて榴曲運動の出現期は，Albian期の後期と考えられる。Ugolnyi浦地域および，

AnadurのMainskii山Valanginian階とCenomanian階とは明確な不整合関係塗示してい

る。さらにまたアラスカの北部のK：01vil1河の流域では，上部白璽系と下部白垂系，ユーコン

地域では古生界との不整含関係が確認されているのは興味がある。

　上部白聖系の層序関係をみるとある種の特性が認められる。Anadur－Koriakskii地域・カム

チャヅカ・樺太および北海道の上部白璽系獄，連続的によく発達して整合関係を示し，陸源海

成層が卓越している。Sikhote・alinおよびオホーック海北岸の上部白璽系には，火山源が多数

存在し，海成層が比較的少なくない。しかL以前には擾乱，変成作用を著しく蒙つているので，

一層古期の堆積物とみなされていた白垂紀後期の海成層が最近次々と発見されているから，海

成層が少なくないという考え方は現実の状態と一致しなくなるようである。
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